
別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 7 年 8 月 27 日

)

名 30 年 4 月 1 日

　　開所時間
平日7：00～19：00　土曜日7：00～17：00

（通所施設のみ）

利用定員 90 開設年 平成

理念・基本方針

・保育理念「生きる力を育てる」
友だちとの生活を通し、基本的な生活習慣を身につけ、仲間を信頼しそれぞれの良さや弱さを認め合
い、互いに助け合いのできる子を育てます。
・保育目標「根拠のない自信を育む」
子ども一人ひとりの個性を大切にし、人が生きていく上で大事なことを本気で伝え、心身の成長を助
け何事にも自信の持てる子を育てます。
・子ども像
☆想像力と創造力の豊かな子
☆心豊かな思いやりのある子
☆友だちと楽しく遊べる子

施設長氏名 福島　孝子

調査対応担当者 福島　孝子 （所属、職名： 園長

FAX 048-812-7183

Email ta.fukushima@suku-doro.or.jp

ＵＲＬ https://doronkonokai.or.jp

所在地 〒 344-0065
埼玉県春日部市谷原2丁目9番地15

電　話 048-812-7181

社会福祉法人すくすくどろんこの会

事業所名
かすかべ杜の保育園 種別 保育所

（施設名）

基　本　調　査　票

本調査票の記入日： 令和

設置・運営主体
社会福祉法人すくすくどろんこの会

　設置主体

　経営主体



【利用者の状況に関する事項】 　 　

【職員の状況に関する事項】

○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数 6.2 6.1 年）

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の異
動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。

0 非常勤： 4

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢 51 50 歳）

人）

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

（２）前年度採用・退
職の状況

採用 常勤： 0 非常勤： 4

退職 常勤：

栄養士・調理員 3 （常勤換算 2 人）

その他（ 保育補助 1 （常勤換算 0.75

人）

保健師・看護師 0 （常勤換算 0 人）

非常勤職員数 13 （常勤換算 9 人）

うち

保育士 9 （常勤換算 6.25

人

栄養士・調理員 2 人 その他（ 園長・保育補助・事務 3
うち

保育士 10 人 保健師・看護師 1

常勤職員数 16 人

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

計 90 87 6 － －

５歳児 18 18 1 2

４歳児 18 16 1 2

３歳児 18 17 1 2

２歳児 18 18 1 3

１歳児 12 12 1 3

０歳児 6 6 1 2

○保育所の場合（通常保育）

定　員 利用児童数 クラス数
１クラスあたり
平均児童数

１クラスあたり
平均保育士数



【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

介護福祉士

その他 2

・令和 6 年度における実習生の受け入れ数（実数）

社会福祉士

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

・令和 6

0

年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

　アレルギー等対応給食 ○ －

　その他（事業名：

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

　障害児保育 ○ －

　一時保育

○ －

　延長保育 ○ 無料

　休日保育

事業名 実施の有無 利用料

　乳児保育



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

保護者アンケート調査の実施（1～2年に1回）結果の公表。
0.1.2歳児は連絡ノートを利用しているので、記入して下さる保護者の方もいらっしゃいます。園児
の送迎時に連絡事項をお伝えする際、職員にお話をして下さる保護者の方、事務所の職員にお声掛け
下さる方などがいらっしゃるので出来る範囲でお話させていただいております。

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

※食育に力を入れていて、できるだけ多くの種類の食べ物や料理を味わうという狙いから、献立の中
には世界の料理・日本の郷土料理（月/1回）があります。3歳以上児は簡単な調理を体験するクッキ
ングの日があります。トウモロコシの皮むき、小松菜ちぎり、クッキーの型抜き、おにぎり作り、
ホットプレートでのホットケーキ作り、焼きそば作り等々、子どもたちも楽しそうに参加していま
す。　野菜の栽培を園庭の隅やプランターを利用して行っております。今年度は年中児がにんじん・
大根・プチトマト、ピーマンを年長児がサツマイモの栽培をしています。
※常勤の看護師がおりますので疾病の早期発見、感染症対策・指導を行い、感染予防の徹底を図る。
保育中の事故防止、安全衛生に留意、職員や保護者に対し、知識・技術の普及を行っております。
※看護師、栄養士、保育士がそれぞれの立場から、保護者の皆さんの相談に応じ、お子さんの発育発
達、食物アレルギー、乳児の離乳食の進め方、などのアドバイスをしております。
※広い園庭があり天気の良い日は思いっきり外遊びを楽しんでいます。
※元気に遊ぶことが主な保育内容ではありますが、年長児はワークを用いてひらがなとすうじの練習
をします。小学校入学前に自分の名前が読めて書けるのは最低限必要な事だと思います。年長児は鍵
盤ハーモニカ等を使用して楽器の練習もします。運動会や発表会で演奏しています。
※必要数より多めに保育士を配置して、お子さんの保育への対応はもちろんのこと、保育士の急なお
休みにも対応して働きやすい職場環境を整えています。

（３）耐火・耐震構造
　耐火

　耐震

（４）建築（含大改築）年 昭和 59 年

（２）園庭面積
　 738.97 ㎡

児童１人あたり 8.2 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

○保育所の場合

（１）建物面積
　　（保育所分）

　 280.51 ㎡

児童１人あたり 3.1 ㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ



【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）0 （令和


